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景観に配慮したクラブハウス

景観との調和

ゴルフコースの自然景観との調和を考慮し、ま

た、沖縄特有の台風時の強風に配慮して建物を

低層化（２層）し、さらにエントランス階を２

階とすることにより正面側が平屋となるデザイ階とすることにより正面側が平屋となるデザイ

ンとしている。

コースを一望できる開放感のある空間を確保す

るためコース側はカーテンウォールによる全面

開口としており、深い軒を設けることにより夏

季の強い日射を制御し、空調負荷の増大に繋が

らないよう配慮している。

正面側外観

水資源保護

駐車 水 集屋上及び駐車場の雨水を集めて、コースの

散水に再利用することにより水道水の使用

量を軽減している。

クラブハウスで出された雑排水は 敷地内クラブハウスで出された雑排水は、敷地内

の浄化槽にて処理を行い、コース内の池に

放出して、外部への排水負荷の低減を行っ

ている。

コース側外観

コース側外観写真（夜）
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熱
春秋分における南中時の太陽高度≒６４度

断面図

沖縄の気候への対応

強い日差しに対応するために、屋上には遮熱塗料を施し、断

熱材との相乗効果により、熱の侵入を防止している。

遮熱・断熱
熱

屋上：露出アスファルト防水

断熱：硬質ウレタンフォーム t=30

また、深い軒を設定することで窓からの日射を制御して空調

負荷の少ない快適な環境を確保している。

県内は広い範囲にて潮風の影響があるため、金属、設備機器

等は塩害を考慮した仕様とし 耐久性を確保し る等は塩害を考慮した仕様として耐久性を確保している。

設計担当者

統括：永島 仁／建築：進藤 裕樹、竹村 和善／構造：高原 伸一／設備：阿部 清史／

電気 山岸 徹／インテリア 坪根 正博

レストラン

主要な採用技術（CASBEE準拠）

Q2. 2. 耐用性・信頼性（外壁・内装仕上げの補修・更新必要間隔の配慮、バックスペースの確保）

Q3 2 まちなみ・景観への配慮（低層の建物とすることで周辺環境に調和）

電気：山岸 徹／インテリア：坪根 正博

Q3. 2. まちなみ・景観への配慮（低層の建物とすることで周辺環境に調和）

LR2.2. 非再生性資源の使用量削減（ＯＡフロア、可動間仕切りの採用）

LR2.1. 水資源保護（雨水のコース散水への再利用による水道水の使用量低減）

LR3.2. 地域環境への配慮（敷地の特性を活かし、汚水を浄化槽を通し地盤浸透）

サステナブル建築事例集／社団法人日本建設業連合会

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します


